
A-5「身の回りの生きもの 野鳥を知ろう」 
野鳥観察を通して、地域の自然を守る方法を考える 

講義担当：（公財）日本野鳥の会 横浜自然観察の森レンジャー 

講座対象者 
□小学校低学年  ■小学校中学年  ■小学校高学年 

■放課後施設利用児童  □中学生  □高校生  □大学生  □地域一般 

授業活用例 小学校理科・横浜の時間・宿泊体験学習行事の事前学習 等 

関連のある 
SDGｓのゴール 

11・13・15 オンライン 
授 業 ■可   □不可 

対応可能曜日 □平日  □休日  ■その他（平日 ※休館日を除く。） 

対応時間 45分(相談可) 

年間実施上限数 2回 

講座実施方法 

※（ ）は場所等 

■講義（対面もしくはオンライン） 

□ワークショップ 

■自然体験（校庭か近隣の公園等） 

講座所要時間 45分 

実施条件、 
必要な準備等 

・休館のため月曜(祝日の場合は翌日)と 12/28～1/4は対応できません。 

・オンラインの場合は実施可能な設備（PC・wi-fi等）があること。 

 

講座内容 

ご要望また、学校内及び周辺の自然環境に合わせて対応させていただきます。 

 

■ねらい：身の回りにいる野鳥の体のつくりや種類を知り、観察の技能を身につける。 

また自分の住む地域の野鳥や他の生きものを守るため、自分たちに何ができる

かを考える機会とする。 
 

■内容：レンジャーが講師として出向き、以下の講義や観察をおこないます。 

 

１.学校やその地域に生息している野鳥種 

・野鳥の体のつくり 

・野鳥観察のポイント ものさし鳥・鳴き声等 

 

2.横浜自然観察の森に生息している野鳥種 

・季節の変化と野鳥の関係 

・環境と野鳥の関り 

 

３.野鳥や他の生きものを保全するには 

・野鳥や地域の自然を守るために、自分たちは何をすることができるか考える 

・野鳥観察のためのルールやマナーについて 

 

 問合せ先 （（公財）日本野鳥の会 横浜自然観察の森 TEL：045-894-7474 

メールアドレス：yokohama-nc@wbsj.org） 

 


